
酒田市農業委員会報 No.35

年夏季号26
農地中間管理事業が始まります （２、３面）
農地に関する意向調査にご協力をお願いします（４面）
農地を転用する時は 農地法の許可が必要です（５面）
農地の適切な管理を
新規就農者の紹介　Fresh Farmer　はじめの一歩（６面）
若手農業者リレーエッセー　かぜ
農業 一筋　　短信（７面）
酒田の“旬”を食す　－夏－（８面）

「虫送り」　　～広野地区～
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農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

庄
内
み
ど
り
農
協
の
酒
田
北
・
酒

田
ひ
が
し
・
酒
田
南
・
八
幡
・
松
山

・
平
田
支
店
の
６
支
店
、
袖
浦
農
協
、

農
業
委
員
会
事
務
局
の
合
わ
せ
て
８

支
店
に
農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
の
支
店

を
設
置
し
ま
す
。

　

農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
支
店
で
は
、

出
し
手
か
ら
機
構
に
対
し
て
貸
付
け

す
る
農
地
の
事
務
手
続
き
と
、
登
録

さ
れ
た
受
け
手
へ
の
配
分
計
画
、
そ

れ
に
伴
う
受
け
手
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
事
務
を
担
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
集
積
セ
ン
タ
ー
支
店
を
総

括
し
て
、
酒
田
市
農
業
委
員
会
事
務

局
に
本
店
を
設
置
し
、
酒
田
市
全
体

の
農
地
利
用
配
分
計
画
の
案
を
作
成

し
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
行
う
た
め

に
、
各
都
道
府
県
に
一
つ
、
都
道
府

県
知
事
の
指
定
に
よ
り
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
は
、「
公
益
財
団
法
人
や

ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
知

事
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以

下
「
機
構
」）
は
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
業

務
の
一
部
を
市
町
村
等
へ
委
託
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

酒
田
市
で
は
、酒
田
市
農
業
再
生
協

議
会
に
業
務
が
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
酒
田
市
で
は
、
酒
田
市

農
業
再
生
協
議
会
の
中
に
、「
酒
田
市

　
こ
れ
ま
で
の
農
地
の
流
動
化
を
さ
ら
に
お
し
進
め
る
た
め
に
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

農
地
を
貸
し
た
い
農
家
か
ら
、「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
が
借
受
け
、
規
模
拡
大
を
図
る
担
い
手
等
へ
農
地
を
貸

付
け
る
制
度
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
集
団
的
に
農
地
を
集
積
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
生
産
性
の
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
農
地
法
や
農
用
地
利
用
集
積
計
画（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
）に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
も
、
こ
れ

ま
で
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
が
始
ま
り
ま
す

『
農
地
中
間
管
理
機
構
』と
は

『
酒
田
市
農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
』と
は

申請

登録

酒　田　北

酒田ひがし

酒　田　南

八　　　幡

松　　　山

平　　　田

袖　　　浦

農業委員会

農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
支
店

農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
本
店（
農
委
）

農
地
集
積
セ
ン
タ
ー

酒
田
市
農
業
再
生
協
議
会

出
し
手

受
け
手

「改正農地制度で進めよう！農地の集積・利用」全国農業会議所発行より

特集



3

ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
表
し
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
対
す
る
承
諾
が
必
要
で
す
。

【
出
し
手
】

　

農
地
所
有
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、

機
構
が
農
地
を
借
受
け
、
適
正
な
受
け

手
に
貸
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

農
地
と
し
て
の
利
用
が
著
し
く
困
難

な
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
状
況
に
応
じ
て
は
、
貸
付
け
が
決

ま
る
ま
で
（
最
長
２
年
間
）
機
構
が
借

受
け
、
管
理
を
し
ま
す
が
、
受
け
手
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
農
地
は
所
有

者
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

◆
出
し
手
募
集
◆

　

９
月
か
ら
随
時
受
け
付
け
を
行
う
予

定
で
す
。

【
貸
付
け
決
定
】

　

応
募
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
受
け
手
希

望
者
の
ニ
ー
ズ
や
、
貸
付
決
定
ル
ー
ル

に
基
づ
き
、
地
域
農
業
の
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
条
件
に
、
貸
付
け
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
農
地
の
借
受
け
、

貸
付
け
は
、
農
地
集
積
セ
ン
タ
ー
の
支

店
が
窓
口
と
な
り
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

【
受
け
手
】

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
受
け
手
と
な

る
た
め
に
は
、
応
募
を
し
て
登
録
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
応
募
後
に
、

地
域
農
業
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
条

件
に
貸
付
け
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
貸

付
け
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

（
注
）
集
落
営
農
組
織
の
構
成
員
は
農

地
中
間
管
理
事
業
の
受
け
手
と
は
な
れ

ま
せ
ん
。

◆
受
け
手
募
集
◆

　

今
年
度
の
募
集
は
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。

《
１
回
目
》

　

７
月
10
日
㈭
～
８
月
11
日
㈪

《
２
回
目
》

　

９
月
上
旬
に
２
回
目
を
予
定

　

い
ず
れ
も
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
、
庄
内
み
ど

り
農
協
営
農
課
、
袖
浦
農
協
で
応
募
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
情
報
の
一
部
を
イ
ン
タ

《
交
付
単
価
》

　

0.5 

ha
以
下　
　
　

 

：
30
万
円

　

0.5 

ha
超
２ 

ha
以
下
：
50
万
円

　

２ 

ha
超　
　
　
　

：
70
万
円

◆
耕
作
者
集
積
協
力
金

《
交
付
対
象
者
》

機
構
の
借
受
農
地
に
隣
接
す
る
農

地
ま
た
は
２
筆
以
上
の
隣
接
す
る

農
地
を

①
自
ら
耕
作
す
る
農
地
を
機
構
に
貸

付
け
た
所
有
者

②
所
有
者
が
機
構
に
貸
付
け
た
場
合

の
当
該
農
地
の
耕
作
者

《
交
付
要
件
》

交
付
対
象
農
地
を
10
年
以
上
機
構

に
貸
付
け
、
か
つ
、
機
構
か
ら
受

け
手
に
貸
付
け
ら
れ
る
こ
と

《
交
付
単
価
》
10
ａ
当

　

２
万
円

（
Ｈ
27
年
度
ま
で
。
Ｈ
28
・
29
年
度

は
½
・
Ｈ
30
年
度
は
1/4
）

　

12
月
ま
で
決
定
さ
れ
た
貸
し
借
り

が
当
該
年
度
の
交
付
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

機
構
に
対
し
、
農
地
中
間
管
理
事

業
に
よ
り
、
農
地
を
提
供
し
た
出
し

手
に
は
、
次
の
３
つ
の
機
構
集
積
協

力
金
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
地
域
集
積
協
力
金

《
交
付
対
象
者
》

　

地
域

《
交
付
要
件
》

「
地
域
」
内
で
、
機
構
へ
農
地
を

貸
付
け
た
割
合
に
応
じ
交
付
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
※
「
地
域
」
と

は
集
落
、
大
字
な
ど
外
縁
が
明
確

な
同
一
市
町
村
の
区
域

《
交
付
単
価
》
10
ａ
当

　

２
割
超
～
５
割
以
下
：
２
万
円

　

５
割
超
～
８
割
以
下
：
2.8
万
円

　

８
割
超
～　
　
　
　

：
3.6
万
円

（
Ｈ
27
年
度
ま
で
。
Ｈ
28
・
29
年
度

は
¾
、
Ｈ
30
年
度
は
½
）

◆
経
営
転
換
協
力
金

《
交
付
対
象
者
》

経
営
転
換
す
る
農
業
者
・
離
農
す

る
農
業
者
・
農
地
の
相
続
人　

《
交
付
要
件
》

全
農
地
を
10
年
以
上
機
構
に
貸
付

け
、
か
つ
、
機
構
か
ら
受
け
手
に

貸
付
け
ら
れ
る
こ
と

『
農
地
中
間
管
理
事
業
の
流
れ
』

農
地
中
間
管
理
事
業
に
対
す
る
支
援
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注
意
事
項

　

貸
付
・
売
却
意
向
や
記
載
内
容
の

修
正
が
な
い
農
家
は
提
出
不
要
で
す
。

　

実
際
に
、
農
地
の
貸
付
け
や
売
却

を
希
望
す
る
場
合
は
、
今
回
の
意
向

調
査
と
は
別
に
申
請
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
、
売
却
に
関
す
る
所
有
者
の

意
向
に
つ
い
て
、
公
表
に
同
意
し
た

場
合
は「
貸
付
け
希
望
」ま
た
は「
売

却
希
望
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
農
業
委
員
会
の

窓
口
で
公
表
さ
れ
ま

す
。（
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
予
定
）

■
意
向
調
査
票
に
必

ず
押
印
、連
絡
先（
電

話
番
号
）
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。配

付
方
法

　

８
月
下
旬（
予
定
）

に
郵
送
で
配
付
し
ま

す
。提

出
方
法

　

９
月
中
旬（
予
定
）

ま
で
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
促
進
し

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
を
進

め
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
収
集
を
目

的
に
「
農
地
に
関
す
る
意
向
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
農
地
の
経
営
面
積

が
10
ａ
以
上
の
世
帯
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
票
に
は
、
１
月
１
日
現

在
の
経
営
農
地
の
状
況
（
法
務
局
の

登
記
地
目
面
積
、
税
務
課
の
現
況
課

税
地
目
面
積
、
自
作
地
、
借
受
地
、

貸
付
地
等
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
一
筆
ご
と
の
農
地
情
報
に
修
正
等

が
な
い
か
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
所
有
地
で
３
年
の
間
に
「
貸
し
た

い
」
ま
た
は
「
売
り
た
い
」
と
考
え

て
い
る
場
合
は
、
一
筆
ご
と
に
「
貸

し
た
い
」
ま
た
は
「
売
り
た
い
」
に

○
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
賃

貸
借
等
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
記
入
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。　

　
農
地
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
基
本
台
帳
の

整
備
と
公
表
が
法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
農
業
委
員

会
が
管
理
す
る
農
地
基
本
台
帳
の
記
載
内
容
を
基
に
作
成
し
た
「
農
地
に

関
す
る
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
地
に
関
す
る
意
向
調
査
と
農
地
情
報
の
内
容
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

農地に関する意向調査にご協力をお願いします

農地に関する意向調査票 調査表枚数

998-8540

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

借
受

樹 転
園 貸

１/１

経
営
主

住所

〒 選挙区

酒田市本町二丁目２番４５号 Tel ２６－５７６７
農家番号

貸付・売買意向調査 公表の同意

面積㎡ 地目 面積㎡ （○を付けてください）

氏名 酒田　一郎 印

年月日

1
本町二丁目 2 40 田 3,000.00 田

所　有　者 借受／転貸人氏名 適用法
開始／終了　

大字／小字
地番 枝番 内番 分割 地目

項
所　　　　　在

登　　記 現　　況

基盤強化法 平26年3月18日

酒田　一郎 賃貸借 平29年3月173,000.00 貸したい　・　売りた
い

同意する 同意しない
農業　二郎

2
本町二丁目 2 41 田 3,000.00 田 3,000.00 貸したい　・　売りた

い
同意する

畑3
本町二丁目 2 42

同意しない 酒田　一郎

同意しない 酒田　一郎
田 1,000.00 田 1,000.00 貸したい　・　売りた

い
同意する

貸したい　・　売りたい 同意する 同意しない

貸したい　・　売りたい 同意する 同意しない

同意しない貸したい　・　売りたい 同意する

貸したい　・　売りたい 同意する 同意しない

貸したい　・　売りたい 同意する 同意しない

同意しない貸したい　・　売りたい 同意する

貸したい　・　売りたい 同意する 同意しない

貸したい　・　売りたい 同意する 同意しない

同意しない貸したい　・　売りたい 同意する

同意する 同意しない貸したい　・　売りたい

酒
田

必ず押印してください。

連絡先を記入してください。

農地基本台帳の公表事項について
・農地基本台帳の法定化に基づき、農地基本台帳に記録された事項について、インターネット・

農業委員会窓口で公表されます。（平成27年４月１日予定）

○がついた項目は公表します。　△がついた項目は公表に同意した場合のみ公表します。
×がついた項目は公表しません。

― 記入例 ―

意
向
調
査
票
の
記
入
に
あ
た
り
、

次
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

項　　　　　目
公　　　　表

備　　　考
インターネット 農業委員会窓口

農地の所在、地番、地目及び面積 ○ ○
賃借権等の種類・存続期間 ○ ○
耕作者ごとの整理番号 ○ ○
遊休農地の措置の実施状況 ○ ○
貸付・売却に関する所有者の意向 △ △ 公表に同意した場合のみ公表
農地中間管理機構が借りている農地かどうか ○ ○
所有者の氏名・名称 × ○
賃借人等の氏名・名称 × ○
耕作者の氏名・名称 × ○
所有者の住所 × ×
賃借人等の住所 × ×
借賃等の額 × ×
権利移動に係る手続の根拠法 × ×
納税猶予の適用状況 × ×
その他の事項 × ×
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◆
利
用
意
向
調
査
を
行
い
ま
す

　

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
確
認
し
た

遊
休
農
地
に
つ
い
て
、
農
地
所
有
者

等
に
今
後
の
管
理
の
意
向
を
調
査
し
、

遊
休
農
地
解
消
へ
向
け
た
活
動
に
役

立
て
ま
す
。

　

地
域
の
優
良
な
農
地
を
守
り
、
大

切
な
資
源
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

～
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
～

　

農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
に
向
け
た
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
意
欲
あ
る

多
様
な
農
業
者
へ
の
農
地
集
積
を
図

る
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
利
用
状
況

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七

月
か
ら
九
月
を
強
化
月
間
に
設
定
し
、

遊
休
農
地
や
違
反
転
用
等
の
早
期
発

見
・
是
正
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
地
は
、
国
民
に
食
料
を
供
給
す

る
た
め
の
基
礎
的
な
生
産
要
素
で
あ

り
、
農
業
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
生

産
基
盤
で
す
が
、
一
旦
荒
れ
て
し
ま

う
と
、
復
旧
に
は
多
大
な
労
力
と
費

用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

農地を転用する時は　農地法の許可が必要です
「違反転用」は絶対ダメ！

太陽光パネル用地への転用は？
　再生可能エネルギー施設（太陽光
パネル等）への転用は、法律が施行
されるなど一部緩和されていますが、
事前の許可申請または届出は原則必
要です。
　また、再生可能エネルギー施設（太
陽光パネル等）には転用できない農
地もありますので、ご相談の上、ご
確認ください。

≪転用申請から許可まで≫
受付締切日　毎月25日（25日が閉庁

日の場合は、その前の
開庁日）

 
審査・決定　農業委員会
 
許可書交付　翌月20日頃

※約1カ月の期間は必要です。
早めの相談と申請書類の提出を！

○農地転用とは
　農地を住宅や駐車場、資材置場、山林など農地以外の用途に転換することです。一時的に利用する場合も転用
になります。

○農地転用許可制度の目的
　食料の安定供給の基盤である優良農地の確保と農業以外の土地利用との調整を図り、農地転用を農業上の利用
に支障が少ない農地に誘導することを目的として設けられています。

○農地転用するためには
　農地を転用する場合は、原則として、知事（酒田市は権限移譲を受けているので、農業委員会）の許可を受け
なければなりません。許可を受ける場合は、農業委員会への許可申請が必要です。
　※市街化区域の農地は許可を要しませんが、必ず届出（随時受付）が必要です。

○違反転用には罰則が
　転用許可を受けないで農地転用を行った場合は、農地法に違反することになり、
　（１）農地等の権利取得の効力が生じない
　（２）原状回復その他の違反行為の是正措置を命じられる
　（３）罰則を適用（懲役または罰金）される
など、厳しく罰せられます。
○まずは相談が大事
　転用する場所や事業内容によって、許可基準および申請書類が異なりますので、あらかじめ農業委員会事務局
もしくは各総合支所建設産業課までご相談ください。
　詳しくは、酒田市ホームページもご覧ください。

　農地を農地以外の用途に転用する場合は、農地法の許可申請または届出が必要ですが、許可を受けないで
行われる、「違反転用」が酒田市でも見受けられます。
　農業者をはじめ、開発に携わる人も農地転用許可制度を正しく理解して、法令遵守に努めましょう。

農
地
の
適
切
な
管
理
を
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至
り
ま
し
た
。
両
親
が
健
在
な
う
ち

に
家
業
を
継
承
し
よ
う
と
考
え
、
就

農
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
農
業
大
学
校
に
通
い
、
新

規
就
農
支
援
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

農
業
大
学
校
で
の
講
義
、
集
合
研
修

に
お
い
て
は
、
先
進
農
家
に
よ
る
話

や
、
共
に
新
た
に
農
業
を
始
め
よ
う

と
し
て
い
る
研
修
生
仲
間
と
の
交
流

な
ど
も
、
大
い
に
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。

　

中
で
も
昨
年
、
農
業
大
学
校
の
集

合
研
修
で
新
潟
市
西に

し

蒲か
ん

区く

の
カ
ー
ブ

ド
ッ
チ
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
行
っ
た
際
、

一
面
に
広
が
る
ぶ
ど
う
畑
に
大
変
驚

き
ま
し
た
。
庄
内
砂
丘
に
似
た
土
壌
、

気
象
条
件
の
日
本
海
沿
岸
の
砂
丘
地

で
立
派
に
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
が
育
つ

と
い
う
こ
と
。
そ
の
ワ
イ
ン
が
大
変

素
晴
ら
し
く
、
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。 

　

庄
内
で
シ
ャ
ル
ド
ネ
、カ
ベ
ル
ネ
・

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
な
ど
の
ワ
イ
ン
用

ぶ
ど
う
の
栽
培
を
や
り
た
い
と
思
い
、

県
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
ね
た
り
、

様
々
な
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

い
つ
か
庄
内
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
、
と

い
う
夢
を
抱
き
つ
つ
、
現
在
は
ナ
ス

と
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
で
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
奮
闘
す
る
日
々
で
す
。

　

私
は
、
運
送
会
社
に
勤

め
た
後
に
就
農
し
て
十
年

目
に
な
り
ま
す
。
経
営
は
、

水
稲
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
ブ
な
ど
の

野
菜
の
栽
培
、
そ
し
て
、

主
に
夏
、
秋
野
菜
の
苗
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏

は
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
の
外
に
三
十
種

類
以
上
の
品
種
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

就
農
当
初
は
、
ナ
ス
や

キ
ュ
ウ
リ
の
接
木
作
り
に

苦
労
し
ま
し
た
。
少
し
で

も
管
理
を
怠
る
と
、
せ
っ

か
く
苦
労
し
て
接
木
し
た

苗
が
ダ
メ
に
な
っ
た
り
と
、

勉
強
不
足
の
毎
日
で
し
た
。

　

地
元
の
青
年
部
に
入
り
、

先
輩
方
、
後
輩
た
ち
と
活
動
し
な
が

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
今
も
勉
強

中
で
す
。
悩
み
事
が
あ
る
時
も
、
飲

み
会
の
場
で
語
り
合
い
な
が
ら
元
気

に
な
る
時
も
あ
り
、
楽
し
い
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
他
の
地

域
の
青
年
部
の
方
々
と
の
交
流
で
も

同
じ
よ
う
に
情
報
交
換
を
し
た
り
、

酒
の
場
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
こ
う

い
う
経
験
が
今
後
の
自
分
の
農
業
人

生
の
宝
物
に
な
っ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
地
元
の
小
学
校
で
は
畑

を
作
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
作

っ
た
野
菜
苗
を
提
供
し
、
毎
年

子
ど
も
た
ち
と
野
菜
作
り
を
し

て
い
ま
す
。「
キ
ュ
ウ
リ
お
い

し
け
ぇ
」「
ピ
ー
マ
ン
苦
く
て

苦
手
だ
ぁ
」
と
、
色
々
な
子
ど

も
た
ち
の
声
を
聞
く
と
、
少
し

で
も
作
物
を
育
て
る
楽
し
さ
、

辛
さ
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
野

菜
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
に
、
嬉
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
後
継
者
不
足

な
ど
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
問
題

に
直
面
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

地
域
の
方
々
、
青
年
部
の
盟
友

の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
農
業
の
、

そ
し
て
地
域
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

かぜ
～若手農業者リレーエッセー～

地域の大切さ

　

Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
て
二
年
目
に
な

り
ま
す
。

　

以
前
は
県
外
の
家
電
量
販
店
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。
実
家
は
専
業
農

家
で
、
水
稲
、
柿
、
メ
ロ
ン
、
ナ
ス
、

ト
マ
ト
他
各
種
野
菜
の
栽
培
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
学
生
時
代
に
農
業
に
あ
ま

り
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

実
家
を
離
れ
県
外
で
生
活
す
る
間
、

た
び
た
び
実
家
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

野
菜
が
ス
ー
パ
ー
の
も
の
に
比
べ
と

て
も
お
い
し
く
、
と
て
も
あ
り
が
た

く
感
じ
ま
し
た
。
生
命
の
源
で
あ
る

食
べ
物
を
自
然
の
力
を
借
り
て
作
る

農
業
っ
て
や
っ
ぱ
り
良
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
農
地
が
あ
り
、
農
業
が
で

き
る
。
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
両
親
に
教

え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
た

り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
実
は

と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

庄
内
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
を 坂野辺新田

地主　友徳

～ 新規就農者の紹介 ～
はじめの一歩はじめの一歩はじめの一歩はじめの一歩

宮海　　鈴　木　康　敬
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農業委員がおじゃましてお聞きしました！

宗
と
山
菜
の
収
穫
」
も
行
っ
て
い
て
、

県
内
各
地
か
ら
体
験
に
訪
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
に

６
回
の
出
場
経
験
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
の
孝
之
助
さ
ん
の
最
近
の
楽
し

み
は
仲
間
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

週
３
回
の
練
習
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　

孝
之
助
さ
ん
は
、
合
併
直
前
ま
で

旧
八
幡
町
の
農
業
委
員
会
長
と
し
て
、

農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
等
を
活
用
し
た
周
年
栽
培
で
、

安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
大
切

と
若
い
人
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
。

「
農
業
は
こ
れ
で
い
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
健
康
な
限
り
い
つ
ま
で
も

挑
戦
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
会
話
で
笑
い

の
絶
え
な
い
後
藤
さ
ん
ご
夫
妻
、
こ

れ
か
ら
も
仲
良
く
農
業
を
お
続
け
く

だ
さ
い
。�

（
遠
田
君
雄
委
員
）

　

孝
之
助
さ
ん
（
七
三
歳
）
と
德
枝

さ
ん
（
七
二
歳
）
ご
夫
妻
は
、
お
二

人
で
農
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

孝
之
助
さ
ん
は
高
校
生
の
時
に
農
業

を
始
め
た
そ
う
で
す
。
中
山
間
地
で

の
営
農
は
草
刈
り
に
除
草
作
業
と
容

易
で
は
な
か
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
も
長
男
の
協
力
を
得
な
が
ら
四

六
〇
ａ
の
水
田
を
経
営
す
る
現
役
農

業
者
の
孝
之
助
さ
ん
は
、
稲
作
の
外
、

葉
物
野
菜
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
を
生
産

し
産
直
「
た
わ
わ
」
に
出
荷
し
て
い

ま
す
が
、
孟
宗
の
最
盛
期
に
は
一
日

一
〇
〇
㎏
の
孟
宗
を
出
荷
す
る
日
々

が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
「
孟

　

酒
田
市
袖
浦
農
業
協
同
組
合
か
ら

の
推
薦
に
よ
る
選
任
委
員
の
阿
部
博

明
氏
が
退
任
さ
れ
、
六
月
二
十
一
日

付
で
髙
橋
武
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
孝
之
助

後
藤
　
　
　
ご
夫
妻

　
　
德
　
枝

八
幡
地
区
・
大
蕨

新
農
業
委
員
の
紹
介

髙
橋
　
武
委
員

農地の貸借・売買・転用等農地に関するこ
とや農業者年金についてのご相談はありま
せんか?
農業委員が出向いて、ご相談をお受けいた
します。
◇日　時　９月４日（木）　
	 午前９時～正午
◇場　所　平田総合支所 102会議室
	 （正面玄関わき 旧出納室）

　　　（平田地区以外の方も参加いただけます）
※今後、上記以外の地区でも実施の予定です。

農業委員がご相談に応じます

第2回 農業委員会の
出前相談を開催します

日　時：10月11日（土）13：30～
会　場：池田ばら園、リッチ＆ガーデン酒田
内　容：バラの収穫体験とブーケ作り
　　　　交流パーティー
　　※詳しくは、市広報９月１日号または　
　　　市ホームページをご覧ください。

＊Rose ＆ Garden＊
婚活イベントを開催します
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　「
毎
日
あ
っ
ち
ぇ
ぐ
で
の
ー
」
と
、

早
朝
の
水
田
に
作
業
に
来
た
人
同
士
。

七
月
初
旬
、
真
夏
の
暑
さ
に
比
べ
れ

ば
風
が
あ
る
だ
け
い
い
か
、
ま
し
て

日
が
射
す
前
の
早
朝
は
さ
わ
や
か
で

元
気
が
も
ら
え
、
ま
さ
に
三
文
の
徳

と
い
う
と
こ
ろ
。
雨
の
少
な
い
梅
雨

も
あ
と
少
し
で
厳
し
い
真
夏
で
あ
る
。

　

あ
い
さ
つ
す
る
人
の
中
に
、
会
社

勤
め
で
農
作
業
は
週
末
に
頑
張
っ
て

い
る
方
も
い
る
。
大
変
な
が
ら
も
農

業
の
魅
力
も
感
じ
て
世
代
交
代
し
た

様
子
。
経
済
面
で
の
魅
力
は
薄
い
も

の
の
…
。
今
、
農
業
外
の
仕
事
に
従

事
す
る
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
農

業
と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が
多
い
。

後
継
者
が
い
る
人
も
、
将
来
後
継
者

と
な
り
得
る
か
ど
う
か
昨
今
の
農
政
、

農
業
事
情
に
不
安
を
感
じ
る
。

　

大
枠
で
の
合
意
に
至
っ
て
い
な
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
も
、
規
制
改
革
実
施
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
見
直
し
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
農
業
委
員
会

の
あ
り
方
問
題
も
、
国
の
経
済
政
策

一
辺
倒
的
考
え
で
は
な
く
、
将
来
の

日
本
の
農
業
と
農
村
を
発
展
さ
せ
る

視
点
か
ら
農
業
政
策
を
考
え
る
な
ら
、

望
ま
し
い
結
論
が
出
る
の
で
は
と
わ

ず
か
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。�（
六
）

　地元では「ねじり」「舌平目」と呼ばれていますが、フラ
ンスでは「ソール」といい、フランス料理には欠かせない食
材です。
　久しぶりに早起きをして酒田の魚市場に出向いたら、うま
そうなねじりが揚がっていました。30年くらい前の市場では、
一箱数百円で買えたと記憶します。あまり生きが良いので買
ってみました。今や立派な高級魚になっていました。
　一昔前の酒田では、煮つけか塩焼きで食べられていたと聞
いていますが、ムニエルにするとその独特のくせがレモンと
バターのソースでとてもおいしくなります。
　ご家庭でも簡単に作れますので、今回はソール・ア・ラ・
ムニエルに地元の夏野菜を添えて、召し上がれ！

ソール・ア・ラ・ムニエル
（舌平目のムニエル）

「食の都庄内」
親善大使
レストラン ロアジス
グランシェフ
太田　政宏

酒田の“旬”を食す

①	 舌平目の白い方のうろこをきれいにこそげ取り、水洗い
する。

②	 裏返して黒い方の皮をむく。
（皮のむき方：口もとを包丁でこそげ皮が少しむけたらふ
きんを使って一気にむく）

③	 頭を切り、黒いヒレを包丁で切り取る。
④	 ③に塩コショウし小麦粉を付ける。
⑤	 フライパンにサラダオイルを入れ両面に焼き色を付けな

がら皮はパリッとさせ、身に火を通す。
⑥	 皿に盛り付けレモン汁をたっぷりかけ、パセリのみじん

切りをかける。
⑦	 フライパンにバターを入れ火にかけ、きつね色になった

らパセリの上からざっとかける。
⑧	 素揚げした夏野菜を付け合わせる。

材料（4人前）
・舌平目（ねじり）･････････････････ 2枚
・塩コショウ･･････････････････････少々
・小麦粉･･････････････････････････少々
・サラダオイル････････････････････少々
・レモン････････････････････････ 1/2個
・パセリみじん切り････････････････少々
・バター（有塩）･･･････････････････50g
・付け合わせの夏野菜…ナス、オクラ、ズ
ッキーニ、鵜渡川原きゅうり(めっちぇ
こきゅうり)等

ソール・ア・ラ・ムニエル
（舌平目のムニエル）

作り方

夏

編
集後

記


